
２０２２年１１月１２日「信号確認を行わずに速度超過」という事象が発生しました。その後、会社

は当該社員である組合員Ａを１２月末までの長期日勤を行いました。 

そして単独乗務見極めの直前になる２月１日、組合員Ａの非番時に副区長等との「振り返り」を

受けて、相当憔悴し「運転する事が怖い」状況まで落とし込まれました。会社は組合員Ａに対しこ

の「振り返り」で、パワハラ・恫喝・威圧の人格否定をしてきた事実が明らかになってきました。 

宇都宮運輸区分会として会社による人格破壊発言を許さず、第二の福知山線脱線事故を起こ

さない安全な職場を創り出すための緊急職場集会を、２月８日昼・夕方に開催し７１名が結集しま

した。集会参加者からは「弱みに付け込む会社に怒り」「事象に関係ない訓練がやられている」「腹

立たしい！」「こんな職場になって悲しい」「職場のおかしい事を質していかないといけない」など

多くの怒りの声が出されました。大宮地本も分会と連帯したたかいを創ります！ 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

２０２３年２月８日 昼・夕方 



２０２２年１１月１２日「信号確認を行わずに速度超過」という事象が発生しました。その後、会社

は当該社員である組合員Ａを１２月末までの長期日勤を行いました。 

そして単独乗務見極めの直前になる２月１日、組合員Ａの非番時に副区長等との「振り返り」を

受けて、相当憔悴し「運転する事が怖い」状況まで落とし込まれました。会社は組合員Ａに対しこ

の「振り返り」で、パワハラ・恫喝・威圧の人格否定をしてきた事実が明らかになってきました。 

１月３１日、組合員Ａと本線運転士が乗務する際に、組合員Ａがトイレに行き、本務運転士

と乗務交代をした。その時に副区長Ｘが添乗した。この事を巡って「振り返り」では・・・・ 

長期日勤中にシミュレーターによる運転を動画撮影していた 

この事を巡って「振り返り」では・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.12８ 202３年２月１１日 ＪＲ東労組大宮地本 

問題① 

管理者からの「首」発言は組合員を追い込むパワハラ・恫喝行為！ 
労働者にとって、首＝死を意味する発言は許せない！ 

一部管理者によるパワハラ・恫喝の社員締付は直ちに止めろ！ 

パワハラによる恐怖支配に抗し、安全で働きやすい職場を創るぞ！ 

問題② 

机上の空論で「普通の運転士では駄目」と煽る威圧行為！ 
明らかに単独乗務をさせないための威圧であり、絶対に許せない！ 



１月中旬に添乗した指導担当Ｚから、組合員Ａが言われたことは・・・・ 

１２月末に区長面談が行われました。その後組合員Ａは「決意表明」を書くように 

副長Ｙに指示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

OMIYA NEWS 
No.12９ 202３年２月１１日 ＪＲ東労組大宮地本 

問題③ 

問題④ 

指導担当がマニュアル見ながら添乗？！ 
むしろプレッシャーをかける事で事故を誘発しかねない！ 

「見えるような覚悟」とは？「言い返せるだけの武器」とは？ 
組合員だとダメと疑念を持ってしまう言葉は絶対に許せない！ 

現在、パワハラを受けた組合員は出勤できない状況になっています 

組合員をここまで精神的に追い込んだ会社は絶対に許せない！ 

一部管理者によるパワハラ・恫喝の社員締付は直ちに止めろ！ 

パワハラによる恐怖支配に抗し、安全で働きやすい職場を創るぞ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.１４９    202３年 ２月２７日 ＪＲ東労組大宮地本 

懲罰的日勤教育による人権侵害を絶対に許さない!! 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父・服部榮さんが裁判で訴えた言葉から学ぶ 

会社側は会社の言いなりになる人間、黙って従う会社にとって都合のいい人間を求めて、少しでも骨のありそうな者は 

排除していこう、というのでしょう。社会だってそんな風潮になってきているでしょう。 

 日勤教育とかを否定はしないけれど、問題は中味ですよ。一人の人間を管理者が何人も取り囲んで、なんでそういうこと

をしなきゃいかんのか。 

私たちの頃（※）も、失敗とかした時には日勤というものはあったんです。でも、やっぱりみんなお互い家庭も持っているし、

わざわざ失敗などやらないですよ。車両を動かしている以上、いつかどこかで失敗がないとはいえない。 

聞けば、「今度やったら運転士やめます」と誓約書みたいなものを書かされるという事でしょう。失敗はあってはいけない

が、こうなると後がもう無いわけだから運転するにも特別に緊張しますわな。失敗したら大変なことになる、という強迫観念

みたいなもので正常心が保てなくなるのが怖い。そういうプレッシャーの掛け方は、一種の脅迫ともなりかねませんからね。 

そんな風にせずに、会社側はもっと人間味をもって、お互い反省して悪いところは改革していく、という姿勢の方が大切だと

思いますね。力づくで強圧的に、権力で人の心を変えさせるというのは、間違ったやり方だと思いますね。 

私は裁判という形をとりましたが、そうしてあの様な会社の企業体質というものを変えさせて、本当に人間が尊重される

職場を作らなければいけないという思いで取り組んでいます。 

息子はもう帰ってきませんけど、そういうことは二度、三度起きないように訴えていきたい。労働組合も力を合わせて、労働

者のためになる会社組織となるよう頑張ってもらいたい。人間は一度命を落としたら再生不可能です。…中略…。そして多く

の人命財産を預かって仕事をする運転士にとっては、常にさわやかな気持ちで勤務できる職場環境が必要だと思います。 

そのために、今の仕事環境を一日も早く改善して、経営者と従業員が一体となって国民から愛され信頼される JR とする

努力が必要です。 （※）服部榮さんは国鉄時代九州で機関士の仕事をしていた 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.１５０    202３年２月２７日 ＪＲ東労組大宮地本 

２００１年、JR西日本尼崎電車区所属の運転士・服部匡起さんが日勤教育を苦に自ら命を絶った「事件」があっ

た。このことを巡り、父・服部榮さんは尼崎労働基準監督署に「息子が自殺したのは JR乗務から外されたからであ

り、JR西日本の再教育によるもの」として労災認定の申請をするも結果としては不支給の判断がされる。そこで父

は尼崎電車区管理者３名と JR西日本を相手に総額１億円の被害請求の民事訴訟を大阪地方裁判所に起こす。結

果は「指導・教育方法の誤り等で精神状態を悪化したものである」としつつも「日勤教育と自殺との間の相当因果関

係を認めることはできない」と敗訴した。 

宇都宮運輸区における「日勤教育」と会社の姿勢に怒り！ ① 



 

 

 

 

 

  

  
 

２月９日にうつ病と診断された組合員Ａさんに対し、 

会社がとった行動は→A さん宅に電話 
会社からの電話に家族が対応し、区長から聞かれたのは… 

「いつから具合が悪いのか？」「本人と話せるか？」 

 

 

 

 

今の会社に「人間性」を感じますか？どこか機械的で、業務的ではないですか？人に寄り添うって何で

すか？管理者のみなさんは一生懸命仕事しているのはわかります。でも本当に大切な価値基軸は「人間

性」ではないですか？それが欠落した結果が今回の事象に表れている！ 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.１５１    202３年２月２７日 ＪＲ東労組大宮地本 

宇都宮運輸区運転士組合員Ａさんは、２０２２年１１月１２日に「速度超過」の事象を発生させ、それにより「日勤教育」とな

りました。当初は５日間の日勤で２人乗務・２徹での再乗務が計画されていましたが一転し、事実上「無期限日勤教育」へ

と突入していきます。 

しかし最終的な乗務復帰のための見極めを控えた２０２３年１月３１日、始発駅発車前にトイレに行くために本務の運転士

とハンドルを交代しました。そこへ添乗で来た副区長に目撃され、それを巡り翌日２月１日に副区長より「一回運転士をク

ビになった状態なのだから強い気持ちで押し返してほしかったのに、その甘えた気持ちにがっかりした。」と言われます。

この他いくつかの要因はありますが、こうした一部管理者や一部指導員らの心無い言葉などに心が折れて憔悴し、寄り処

を失いました。そして２月１０日より「病欠」で休むことになります。 

 

宇都宮運輸区における日勤教育と会社の姿勢に怒り！ ② 

客観的事実から「うつ病」を招いたことに対する

本人・家族への謝罪が先だ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全・安定輸送を阻害する長期にわたる懲罰的日勤教育と、一部管理者によるパワーハラスメントを是正し、 

真の原因究明による正常な職場運営を求める申し入れ 

OMIYA NEWS 
No.１５３    202３ 年 ３月 １日 ＪＲ東労組大宮地本 

大地申 

第 16号 
3/1提出！ 

１． 長期にわたる懲罰的日勤教育やパワーハラスメントとなる面談の経過を明らかにするとともに、一部

管理者等の対応に対する大宮支社の見解を示すこと。 

 

２．当該組合員を病気休職にまで追い込んだ長期にわたる懲罰的日勤教育やパワーハラスメントとなる

面談を是正し、再発防止に向けた具体的な対策を明確に示すこと。 

申し入れ内容 

宇都宮運輸区で発生している懲罰的日勤教育と一部管理者によるパワハラについて、当該組

合員をうつ病にまで追い込んだ会社に再発防止と、職場復帰をめざして３月１日に申し入れを行

いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.２１６    202３年４月１６日 ＪＲ東労組大宮地本 

１．長期にわたる懲罰的日勤教育やパワーハラスメントとなる面談の経過を明らかにするとともに、

一部管理者等の対応に対する大宮支社の見解を示すこと。 

 

第１回交渉を行うも第１項途中で中断！ 

◼「具体的行動目標」について 
組合：本人が 11 月２４日に「具体的行動目標」を書いている。私生活や身だしな

みなど事象に関係無い事まで書いているが、会社の認識は？ 

会社：会社から「こう書くべき」とは言っていない。事象と直接的な関係はない。 

組合：結局内容を他の管理者に使われ、「運輸区で一番の運転士を」

等と追い込まれている！当日の本人の様子を受け止めているのか？ 

会社：本人はやる気になっていた。 

組合：当日の本人は食事も十分取れる状態ではなかった。本人の状況すら把握できていない！ 

一体何を掘り

下げたの？ 

原因究明できて

いない！ 

◼原因究明について 
組合：なぜ長期間の日勤を設定したり、事象に関係ない線区を見たりしたのか？ 

会社：４M４E手法で原因を掘り下げ、新人並みの教育が必要と判断した。 

組合：その結果、何が原因となったのか？ 

会社：「分からないことが分かった」 

組合：掘り下げた内容、全体が見えな

い。資料を提出すべきだ！ 
（一旦中断…） 

組合：４M４Eは結果的に何だったのか。４M４Eの環境面はどうなのか？ 

なぜ新人並みの教育が必要なのか。掘り下げて教えてほしい。 

会社：本人は……（本人の問題ばかりで、環境（メディア）

の原因究明の結果を掘り下げて答えられない） 
組合：４M４Eになっていない！ 本人の問題にしているだけだ！ 

安全・安定輸送を阻害する懲罰的日勤教育と、一部管理者によるパワーハラスメント 

を是正し、真の原因究明による正常な職場運営を求める申し入れ① 大地申第 16 号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇交渉日―4 月 14 日 

11 月 12 日 発生場所：浦和～大宮操車場間 担当列車：２５３２Y 

大宮総車場構内の出発信号機停止に対する ATS―P の停止パターンで常用最大ブレーキで停車 

11 月 24 日 具体的行動目標記入 

      「運輸区 No.１の基本動作」「私生活においても整理整頓で心と体に染み込ませる」など 

11 月 27 日 新宿方面現地確認 新宿～宇都宮 ※事象箇所 

11 月 29 日、12 月 3 日  黒磯方面、日光方面へ現地確認 ※事象箇所とは関係ない箇所 

11 月 28 日、12 月 18 日 E131 系（アキュム）、E531 系出区点検 ※事象とは関係ない出区点検 

12 月 28 日 区長見極め △△副長「区長は覚悟を持っているので、〇〇さんも見える覚悟をお願いします」 

12 月 29 日 決意表明作成 △△副長「支社に言い返せるだけの武器が欲しい」ならびに「覚悟を持って」連呼 

その他変形日勤で行った事：シミュレーター、知悉度確認、事象の振り返り、指導された内容のまとめ等 

□参考：約 2 カ月の日勤教育期間（31 日間の変形日勤） 

 

交渉を中断し４M４Eを基に原因究明した 

資料を手に会社が回答したやりとり 
 

組：４M４Eの到達点が「分からない事が分かった」で良いのか？ 

会：最終的に「自信が過信となっていた」という事である。 

組：「自信が過信」になると「新人並みの教育」になる合理的な理由は？ 

会：なかなか掘り下げが出来なかった。本人が強い決意を示してくれた。 

組：良く分からない。自信が過信になっている人は新人並みの教育が必要？ 

会：原因がハッキリ分かっていればそうならないのではないかと思う。 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.２１７    202３年４月１９日 ＪＲ東労組大宮地本 

１．長期にわたる懲罰的日勤教育やパワーハラスメントとなる面談の経過を明らかにするとともに、

一部管理者等の対応に対する大宮支社の見解を示すこと。 

 

安全・安定輸送を阻害する懲罰的日勤教育と、一部管理者によるパワーハラスメント 

を是正し、真の原因究明による正常な職場運営を求める申し入れ② 大地申第 16 号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組合：改めて会社の認識を伺いたい。なぜ今回４M４Eを原因究明に取り入れたのか？ 

会社：本人の面談で原因を把握しづらかった為、深堀りするためである。 

組合：会社としてなぜ４M４Eを行うのか？ 

会社：「なんで」「なんで」と深堀りしていって、表面に見えない真の原因を抽出する事を目的にしている。 

組合：では４M４Eを導入したきっかけを教えて欲しい。 

会社：・・・・。 

組合：会社としてどういう経緯、課題があって導入したのか？ 

会社：・・・。（課題をハッキリと回答出来ず） 

組合：支社が回答出来ないのだから職場に伝わっていると思えない。 

それで４M４Eをしっかりやったと言えないのではないか！！ 
会社：現場で４M４Eを行った管理者は支社での研修などを受けているので出来ている。 

組合：やっているというが支社が回答出来ていないではないか！ 
 

           〇ヒューマンエラー分析の課題と導入の狙い 
            エラーを分析する場合、ヒューマンエラーに対する見方が表面的・硬直的 

            になりやすく「エラーの原因はたるみ・鍛えるしかない」といった考えに偏り 

がちになる。その為、要因が見落とされ、同種の事象が繰り返される。事故 

の再発・未然防止につなげていくためには、ヒューマンファクターの観点を 

踏まえたヒューマンエラーおよび自己分析手法が必須になる。４M4E 分析

は           はヒューマンファクターの観点から多面的に捉えるとともに対策も広い観           

点           点から検討できる現場社員にも理解しやすい手法といえる。  

   ※参考：JR東日本研究開発センター 安全研究所 計測と制御 

OMIYA NEWS 
No.２３１    202３年５月５日 ＪＲ東労組大宮地本 

１．長期にわたる懲罰的日勤教育やパワーハラスメントとなる面談の経過を明らかにするとともに、

一部管理者等の対応に対する大宮支社の見解を示すこと。 

 

安全・安定輸送を阻害する懲罰的日勤教育と、一部管理者によるパワーハラスメント 

を是正し、真の原因究明による正常な職場運営を求める申し入れ③ 大地申第 16 号 

交渉開催日：4 月 27 日  



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組合：４M4Eの人（MAN）以外の部分で回答出来る部分はあるのか？ 

会社：環境の面について烏山線交番に入っていたので南側（今回、事象を起こした方面）が EC 交番の

人と比べると行く機会が少なかった事実はあった。1 年程度調査し南側の乗務をどれくらい乗っ

ていたのか調査し、月に３回程度乗っていたので、大きな要因ではないと判断した。 

組合：ライフサイクルも行かれた方だと思う。ライフサイクル前にはどういった乗務をしていたのか？ 

会社：平成 17年（２００５年）に DC転換教育を行って以降は烏山線交番に入っていた。 

組合：烏山線交番とライフサイクル期間を含めるとどれくらい乗っていない期間があったのか？ 

会社：転換を行ってからの期間で見ると１２年～１３年くらいになる。 
組合：これだけ乗られてないと特殊な乗務員ではないのか？今回の事象を４M４Eで掘り下げた時にこう

いった乗れていなかった環境を改善しようなどそういった議論もされないのか？ 

会社：管理者がしっかり把握出来ていなかったという管理という部分が課題となった。 

組合：本人は長い間烏山線交番で乗務していた方で、宇都宮運転所（旧）は烏山線交番と

EC交番と分かれていた。訓練でも EC交番の人と分かれて気動車の内容をやったり

していたので電車の教育は不十分だったのではないか。逆に烏山線交番に EC 交番

から技量維持で行っていた時に不安でメモを置いている人もいた。乗務員が持って

いる不安な部分が４M４Eでなぜ出てこなかったのかと思う。（現場の声） 

会社：ライフサイクル復帰後一定の経験はしていたと思うが、見れていなかった視点もあったと思う。 

組合：こういった職場のリアルな声が４M４Eに反映されていない現状は理解できない！ 
 

当該組合員の背景 

DC転換（2005年）               ライフサイクル復帰（２０１８年） 事象（２０２２年） 

   〇                             〇      〇 

      ↑当該期間はほとんど EC交番には入っていない！      ↑月に３回程度 
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組合：宇都宮運輸区になった時にホワイトボード（きがかり事象を記入していた）がなくなったり達示室も

なくなった。過去の事象やきがかりが共有されず、全て他山の石はタブレットでしか共有されない。

一部指導員は４M４Eをやったのは聞いているが掘り下げた結果は聞いてないと言っている。 

会社：掘り下げの視点の違いはあるかとは感じている。 

組合：宇都宮運輸区は乗務員から評判が悪い。事象の共有もしづらい、居場所もない、コミュニケーシ

ョンも取りづらいなど多くの意見が出ている。ホワイトボードは気がかり事象を書いていたのではな

いか？そもそも今回の事象となった休日４行路の特徴は？ 

会社：先行の貨物列車が遅れると注意現示（１１月の事象と同現象）が出るとも聞いている。 
組合：だからホワイトボードみたいなものがあって共有出来ていれば防げたかもという声もある。こうい

う職場環境をつくった背景は！？こういった問題も「環境」などで出てこない

事からも本当の４M4Eとは言えないのではないか！ 
会社：そういった部分は４M４Eに出てきていないのは事実である。 

組合：会社として理想の運輸区はあると思うが、運輸区を作る時に現場（乗務員）から

色々と声が出たと思うが拒否したのはどこなのか？支社ではないのか！？宇都宮運輸区
の問題にすること自体おかしい！そういった事が積み重なって事象も起きたのではないか！？ 

会社：様々な意見があるという事は事実だと思うので、職場には伝えていきたい。 
 

組合が主張した人（マン）以外の問題点 
・要員を背景に見習い期間を短縮してきた職場の現状があった。 

・大型交番化に向け烏山線交番の乗務に向けた期間など若手からの不満。 

・ダイヤ改正で南方面への担当列車が減っている。 

・気がかりなどを共有するホワイトボードなどが運輸区なり無くなった。 

・運転経験のない管理者も増え、技量維持に対する考え方が希薄になっている。 
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